
代
表
質
問

公明党 公明党 市市
いちいち

川川
かわかわ

  陽陽
ようよう

子子
ここ

 議員 議員

地
方
債
の
適
正
活
用

地
方
債
の
適
正
活
用

問 

　

交
付
税
措
置
の
あ
る
地
方
債
の
優

先
的
な
活
用
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

答 

　

財
政
課
長　

予
算
編
成
に
お
い
て

は
、
財
源
確
保
の
観
点
か
ら
、
地
方
交
付
税

措
置
の
あ
る
地
方
債
を
発
行
で
き
る
場
合
、

積
極
的
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

後
年
度
に
お
い
て
、
財
政
を
圧
迫
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
借
入
れ
時
期
や
償
還
期
間

等
を
調
整
し
、
財
政
運
営
の
健
全
性
の
確
保

に
努
め
て
い
ま
す
。

防
災
に
つ
い
て

防
災
に
つ
い
て

問 

　

大
富
小
学
校
で
行
わ
れ
た「
防
災
フ

ェ
ア
」に
参
加
し
た
際
、
夏
場
の
体
育
館
に
お

け
る
暑
さ
対
策
や
、
台
風
に
よ
る
窓
ガ
ラ
ス

飛
散
の
危
険
性
を
不
安
視
す
る
声
を
耳
に
し

ま
し
た
が
、
今
後
の
対
応
予
定
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

教
育
部
長　

令
和
８
年
度
に
照
明

器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
に
併
せ
て
、
窓
ガ
ラ

ス
に
フ
ィ
ル
ム
を
貼
る
工
事
を
予
定
し
て
お

り
、
現
在
、
飛
散
防
止
が
図
ら
れ
る
よ
う
設

計
を
進
め
て
い
ま
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
対
策

骨
粗
し
ょ
う
症
対
策

問 

　

健
康
寿
命
延
伸
の
一
環
と
し
て
、

市
は
大
学
と
協
定
し
、
介
護
予
防
や
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
骨
粗
し

ょ
う
症
予
防
に
対
す
る
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

保
健
福
祉
部
長　

骨
粗
し
ょ
う
症

は
、
骨
が
も
ろ
く
な
り
、
骨
折
の
原
因
と
な

り
ま
す
。
特
に
大
腿
骨
や
背
骨
の
骨
折
は
、

要
介
護
状
態
の
原
因
に
も
な
る
た
め
、
健
康

寿
命
延
伸
の
観
点
か
ら
も
予
防
は
大
変
重
要

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
女
性
は
、
一
定
の
年
齢
に
な
る
と
ホ

ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
に
よ
り
、
骨
密
度

が
急
激
に
減
少
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
若
い

頃
か
ら
の
予
防
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問 

　

骨
粗
し
ょ
う
症
の
集
団
検
診
の
結

果
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

保
健
福
祉
部
長　

検
診
受
診
者
１

８
３
名
の
う
ち
、「
異
常
の
な
い
」市
民
は
３

割
弱
と
い
う
結
果
で
し
た
。　

　

要
指
導
域
と
な
っ
た
市
民
に
対
し
て
は
、

保
健
師
ま
た
は
管
理
栄
養
士
が
適
切
な
食
事

や
運
動
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
要
精
密
検
査
と
な
っ
た
市
民
に
対
し

て
は
、
受
診
勧
奨
を
行
う
と
と
も
に
、
今
後
の

受
診
状
況
等
に
つ
い
て
も
把
握
し
て
い
き
ま
す
。

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

問 

　

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
は
、
乳
幼
児
や
高

齢
者
世
代
に
お
い
て
、
重
篤
な
肺
炎
を
引
き

起
こ
す
可
能
性
が
高
い
呼
吸
器
疾
患
と
な
り

ま
す
が
、
近
年
で
は
、
こ
の
感
染
症
を
予
防

す
る
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
・
承
認
が
進
み
、
現

在
で
は
２
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
が
国
内
で
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
60
歳
以
上
の
高
齢
者
や
基
礎
疾
患

な
ど
の
あ
る
50
歳
以
上
を
対
象
と
し
た「
ア

レ
ッ
ク
ス
ビ
ー
」、
も
う
一
方
は
、
妊
婦（
妊

娠
24
週
か
ら
36
週
）を
対
象
と
し
た「
ア
ブ
リ

ス
ボ
」で
、
こ
れ
は
母
胎
で
で
き
た
抗
体
が

赤
ち
ゃ
ん
に
移
行
し
、
出
産
後
の
新
生
児
・

乳
児
へ
の
予
防
効
果
が
期
待
で
き
る「
母
子

免
疫
」の
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

予
防
接
種
は「
任
意
接
種
」の
た
め
、
接
種

費
用
は
全
額
自
己
負
担
が
原
則
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
今
後
、
市
独
自
の
助
成
を
考
え
て

い
る
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
長　

国
の「
予
防
接
種
基
本
方

針
部
会
ワ
ク
チ
ン
評
価
に
関
す
る
小
委
員

会
」に
お
い
て
、
接
種
後
の
副
反
応
に
関
す

る
報
告
の
収
集
や
分
析
、
健
康
被
害
救
済
の

在
り
方
等
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
国
の
動
向

を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

交
通
安
全
対
策

交
通
安
全
対
策

問 

　

南
郷
96
号
線
と
上
横
地
・
松
ケ
谷

線
と
の
交
差
点
で
は
、
交
通
事
故
が
繰
り
返

し
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
事
故
抑
制
の
た
め

の
さ
ら
な
る
安
全
対
策
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

建
設
環
境
部
長　

山
武
警
察
署
と

交
差
点
内
の
安
全
対
策
に
関
し
て
、
新
た
な

協
議
を
行
い
、
本
年
７
月
に
は
交
通
安
全
施

設
工
事
を
発
注
し
、
先
日
完
了
し
ま
し
た
。

　

工
事
の
主
な
内
容
で
す
が
、
停
止
線
手
前

に
あ
る「
止
ま
れ
」の
文
字
を
引
き
立
た
せ
る

効
果
が
あ
る
も
の（
タ
ッ
プ
ラ
イ
ン
）を
設
置

し
た
ほ
か
、
南
郷
小
学
校
方
面
か
ら
海
へ
向

か
う
避
難
道
路
に
は「
交
差
点
注
意
」の
路
面

標
示
や
滑
り
止
め
舗
装
を
施
工
し
ま
し
た
。

　

信
号
機
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、

千
葉
県
交
通
規
制
課
へ
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

問 

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
つ
い
て

は
、
学
校
の
現
場
に
お
い
て
、
先
生
方
が
共

有
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す

が
、
教
育
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

教
育
長　

常
に
わ
ず
か
な
兆
候
を

見
逃
さ
な
い
と
い
う
備
え
が
必
要
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
子
ど
も
達
と
長
時
間
接
点
が
あ
っ
て
、

異
変
に
い
ち
早
く
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
学

校
現
場
で
の
対
応
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

他
自
治
体
の
取
り
組
み
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
国
・
県
が
作
成
す
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

お
よ
び
研
修
動
画
の
活
用
等
に
つ
い
て
も
各

学
校
へ
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】▼
外
国
人
来
庁
者
の
相
談

対
応
▼
個
別
避
難
計
画
作
成
の
進
捗
▼
山
武

市
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
・
重
ね
る
・
耳
で
聴
く
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
▼
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
普
及
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関
連
質
問

公明党 公明党 深深
ふかふか

沢沢
ざわざわ

　 　 誠誠
まことまこと

 議員 議員

公明党 公明党 長長
はは

谷谷
せせ

部部
べべ

  竜竜
りゅうりゅう

作作
さくさく

 議員 議員

地
域
公
共
交
通

地
域
公
共
交
通

問 

　

持
続
可
能
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
実
現
の
た
め
、
将
来
的
に
、
基
幹
バ
ス
と

デ
マ
ン
ド
交
通
を
一
元
化
す
る
考
え
は
あ
る

か
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
合
政
策
部
長　

今
後
の
公
共
交

通
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
変
化
を
想
定
し
な

が
ら
、
中
長
期
的
に
は
一
体
運
営
の
可
能
性

も
探
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問 

　

一
元
化
の
議
論
と
地
域
公
共
交
通

計
画
の
方
針
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
段
階
的
検
討
や
モ
デ
ル
事
業
の
可

能
性
は
あ
る
か
、
併
せ
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
合
政
策
部
長　

今
後
、
民
間
の

交
通
事
業
者
の
効
率
化
が
進
む
こ
と
に
伴
い
、

公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
効
率
化
が

求
め
ら
れ
、
交
通
の
一
体
運
営
に
つ
い
て
の

検
討
が
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

本
市
も
実
証
実
験
を
経
て
本
格
導
入
を
判

断
し
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
先
進
事
例

を
調
査
し
、
地
域
に
適
し
た
モ
デ
ル
が
あ
れ

ば
段
階
的
導
入
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

包
括
的
イ
ン
フ
ラ
整
備
委
託
の
導
入

包
括
的
イ
ン
フ
ラ
整
備
委
託
の
導
入

問 

　

行
財
政
改
革
推
進
基
本
方
針
に
お

け
る
位
置
づ
け
と
し
て
、
公
共
施
設
の
包
括

的
イ
ン
フ
ラ
委
託
の
導
入
に
つ
い
て
今
後
の
検

討
対
象
と
す
る
余
地
が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

包
括
的
委
託
は
効
率

化
や
品
質
向
上
に
つ
な
が
り
、
人
員
・
財
源

制
約
下
に
お
い
て
は
有
効
な
手
法
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
費
用
増
加
の

可
能
性
も
含
ん
で
お
り
、
総
合
的
に
効
果
を

精
査
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
検
討
を
進
め
る
際
に
は
、
検
討
過

程
や
結
果
を
公
表
す
る
こ
と
で
、
当
該
委
託

の
導
入
か
ら
得
ら
れ
る
効
果
等
に
つ
い
て
市

民
へ
の
理
解
促
進
を
図
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

災
害
時
の
避
難
所
対
応

災
害
時
の
避
難
所
対
応

問 

　

本
年
７
月
の
井
之
内
津
波
避
難
広
場

へ
の
避
難
に
お
け
る
課
題
と
対
策
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

猛
暑
下
で
日
陰
が
不

足
し
、
熱
中
症
リ
ス
ク
が
高
か
っ
た
た
め
、

今
後
は
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
や
テ
ン
ト
の
備
蓄
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

問 

　

非
常
持
出
品
の
備
蓄
や
避
難
時
に

お
け
る
携
行
の
呼
び
か
け
な
ど
周
知
徹
底
が

必
要
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

一
般
的
に
必
要
な
非

常
持
出
品
等
は
広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

周
知
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
避
難
時
の
携
行

呼
び
か
け
は
、
早
期
避
難
が
最
優
先
で
あ
る

た
め
困
難
と
考
え
ま
す
。

外
国
人
来
庁
者
の
相
談
対
応

外
国
人
来
庁
者
の
相
談
対
応

問 

　

増
加
傾
向
に
あ
る
外
国
人
住
民
の

納
税
相
談
に
つ
い
て
、
対
応
の
内
容
を
伺
い

ま
す
。

答 

　

市
民
部
長　

外
国
人
が
在
留
期
間

の
更
新
等
を
申
請
す
る
に
は
、
出
入
国
在
留

管
理
局
に
納
税
証
明
書
等
の
提
出
が
必
要
で

す
。

　

そ
の
た
め
、
市
税
の
未
納
額
の
確
認
や
納

付
書
の
発
行
を
求
め
て
来
庁
す
る
外
国
人
が

増
加
し
て
お
り
、
日
本
語
対
応
が
困
難
な
方

に
は
、
通
訳
職
員
が
同
席
す
る
な
ど
、
円
滑

な
窓
口
対
応
に
努
め
て
い
ま
す
。

問 

　

納
税
制
度
の
周
知
方
法
や
言
語
対

応
、
説
明
資
料
の
整
備
状
況
を
伺
い
ま
す
。

答 
　

市
民
部
長　

英
語
や
シ
ン
ハ
ラ
語

に
対
応
し
た「
外
国
人
向
け
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

を
作
成
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
住
民
登
録
時
に
は
二
次
元
バ
ー
コ

ー
ド
付
き
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
税
通
知
に

は
翻
訳
資
料
を
同
封
す
る
な
ど
、
制
度
の
理

解
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

問 

　

制
度
の
理
解
不
足
を
原
因
と
し
た

ト
ラ
ブ
ル
の
事
例
は
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
民
部
長　

ト
ラ
ブ
ル
と
ま
で
は

言
え
ま
せ
ん
が
、
税
の
種
類
や
納
期
限
な
ど

の
理
解
が
不
十
分
な
事
例
が
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
通
訳
を
介
し
た
説
明
に
よ
り
、
制

度
理
解
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

問 

　

通
訳
体
制
の
対
応
状
況
と
効
果
を

伺
い
ま
す
。

答 

　

市
民
部
長　

現
在
は
、
英
語
と
シ

ン
ハ
ラ
語
に
対
応
し
て
お
り
、
通
訳
を
介
し

た
母
国
語
で
の
会
話
に
よ
り
、
意
図
の
把
握

や
制
度
理
解
が
円
滑
に
進
み
、
窓
口
対
応
の

効
率
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
対
応
は
、
納
税
者
の
国
籍
を
問

わ
ず
、
適
正
な
納
税
義
務
を
実
現
す
る
た
め

の
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問 

　

千
葉
県
は
、
本
年
４
月
に
県
全
域

に
お
い
て
指
定
さ
れ
た
国
家
戦
略
特
区
制
度

を
活
用
し
、
外
国
人
の
人
材
を
増
や
す
方
針

と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
伴
い
増
加
が
予

想
さ
れ
る
外
国
人
へ
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

外
国
人
来
庁
者
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
中
、
窓
口
の
混
雑
緩
和
対

策
と
し
て「
外
国
人
相
談
窓
口
」の
設
置
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
必
要
な
支
援
の
在
り
方
を

検
討
し
、
す
べ
て
の
市
民
が
安
心
し
て
市
役

所
を
利
用
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】▼
避
難
所
の
通
信
環
境
整

備
▼
公
立
学
校
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
▼
図

書
館
集
約
に
伴
う
地
域
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
と

拡
充
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